






初代主事であった佐々木喜市は「新制高等学校を旧制中学校の上屋としてでなく、むしろ旧 高等学校に近い、学問的雰囲気の にある学校に育てたいという考え」によって、教育内容を定めていったとされて る
⑵。しか




















生徒監とは「文部省直轄諸学校官制」によると、 「校長ノ指揮ヲ承ケ専ラ生徒ノ訓育ヲ掌ル」職である（第九条） 。生徒監は一九二八年の同官制の改正により生徒主事と名称を改め 「校長ノ命ヲ承ケ生徒ノ訓育ヲ掌ル職となり、佐々木は引き続き生徒主事の職を務めた。　
佐々木が生徒主事となった 八 頃は、全国的に
















































































ザルハ甚ダ遺憾ナリ」との掲示がなされると、 『向陵時報』紙上に以下のよ コメント 寄せている。　　
















































であり、校長として戦時体制に対応することを余儀なくされた。最初に大きな対応を迫られ のは、同年一二月八日の日米開戦時である。この日佐々木は全校生徒 講堂に集め、壇上から東方を遥拝している。そしてこの直後から、生徒に対し常 教練服とゲートル着用を命じるとともに、自らも「国民服 戦闘帽で終始し、勤労作業などでは先頭に立って垂範した」そうである
⒇。しかし、
































校生は人格の完成を期し、読まざるを得ざるが為に読み耽り、語らざるを得ざるが為に語りあかし、思はざるを得ざるが為に思いつくしてはキリストにはしり、釈尊にひざまづいた。かか ところから或は犬儒の如き生活に或は修道者の如き生活に入ったのであって、かの亜流の奇を好み新 衒うが如きものと共に論ぜらるべきでないことは、恰かも今は頭髪を前に後に右に左に撫で分けて居る学生が学生の真相でないのと同じい。このひたむきに真理を探り道を求めんとする生活の間 いか 深きものが、いに高きものが、そしていかに聖 ものが生れて来たことであろう。
　　
























































るが、 「内容は哲学」であり 表 は記載されていないものの、社会科の中に心理学の授業もあったという
㉝。








































文科 理科 文科 理科 文科 理科
修　　　身 1 1 1 1 1 1
国語及漢文 6 4 5 2 5
第一外国語 9 8 8 6 8 6
第二外国語 （4） （4） （4） （4） （4） （4）





法制及経済 2 2 2




植物及動物 2 2 4（2）
鉱物及地質 2
図　　　画 2 2 （2）






















り、佐々木らが構築したカリキュラムも、学習指導要領の変遷等により、一九五六年には独語・仏語は選択二単位に縮小され、 の授業も「宗教 （聖書） 」へと変わった
㊵。しかしながら、立教高校を「旧制高等学校に近い、

























































































































































で、 「主事として私がまず手掛けるべきことは、前任者の意図を継いで教育内容を充実 、同時に、広い校地を取得 、校舎を建 ることであった」 （一三四頁） 、 「私の先任者、佐々木喜市氏は、この学校を旧制高校のように程度の高い学校にしたいと考えておられたのであるが、勿論それも一つの理想であった。私はこのような構想の下に先ず寮制度を実施してみようと考えた」 （一六二頁） 回想している。
